


2

目次

１．事業概要

２．バイオマス度算出手法の研究紹介



3

１．事業概要
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事業の概要

▼委託期間

・ CO2高濃度化廃棄物燃焼技術の確立

・ CO2回収率向上

・ LCC評価※1

▼開発項目

 

※1 LCC：Life Cycle Cost

▼社会実装時の目標

・ CO2回収率90％以上

・ 廃棄物1tあたりの追加発生費用1万円以下

・ 2024/7/18 ～ 2028/3/31
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２．バイオマス度算出手法の研究紹介

都市ごみ焼却施設における
バイオマス度算出のための14C測定手法の確立に向けて
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❷AMS法による測定・算出

■ 測定原理・特徴
・試料中の炭素をイオン化して加速器で高エネルギー状態にし、微量な
同位体の比率を検出

・14Cの崩壊を待つ必要がなく測定時間が短く、微量な試料量でも測定可能
・現行の分析手法の中では最も正確

■ 課題など
・完成された分析技術
・限られた機関にて実施可能
・高価

出典 日本原子力研究開発機構Webサイトより：https://www.jaea.go.jp/04/aomori/ams/outline.html

AMS:加速器質量分析法
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ご清聴ありがとうございました

本研究においてサンプルを提供いただいた自治体様、一部事務組合様に
心から感謝申し上げます。
この成果は、NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合

開発機構）の委託業務（JPNP21025）の結果得られたものです。




